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　1.事業所名

　　　代表者名

　3.環境管理責任者

　　　担当者氏名

　　　連絡先 TEL　0952-29-4188 FAX　 0952-29-4199

　4.事業の内容 舗装工事・土木工事

　5.エコアクション21　取得年度：　平成19年9月

　6.事業の規模　年度は事業年度（7月～翌年6月）を示す

単　位 令和２年度 令和３年度 令和４年度

売上高 百万円 300 340 300

従業員数 人 26 24 25

床面積 ㎡ 165 165 165

　7.事業の沿革

2007年9月

２．対象範囲

1. 組織の概要

杉本　修一

　2.所在地（本社） 佐賀県佐賀市多布施三丁目８番８号

代表取締役　杉本修一

株式会社　修徳建設

1980年7月　西日本建設興業株式会社　資本金600百万円で

佐賀県唐津市にて設立、営業開始

1982年　　　株式会社　修徳建設に社名変更

本店　佐賀県佐賀市に移転

1995年　　　資本金増資（2,000万円）

1996年　　　佐賀県知事（特-57）第4904号　登録

2015年9月　代表取締役変更（杉本澄夫より杉本修一へ変更）

2018年11月　佐賀県建設業協会　加入　

2019年4月　　佐賀県舗装部会　加入　

全社・全事業活動（事務所・建設現場等、全組織、全活動、全従業員を対象とする）

1999年　　　佐賀県知事　舗装工事・A級　土木工事・B級

エコアクション２１認証取得

2011年４月　佐賀県知事　舗装工事・Ｂ級　土木工事・B級

2013年４月　佐賀県知事　舗装工事・A級　土木工事・B級

3



【基本理念】

【基本方針】 

作成日：

改訂日：

　

　　な取り組みを行います。

　　　株式会社　修徳建設は、建設活動の施工活動を通じて

「がばい住みよい環境を、明るい未来に残そう！！」

　  を掲げ、全従業員が事業活動のあらゆる面で、地球活動に影響を与えていることを

　　配慮して行動し、環境経営の継続的改善を誓約します。

　　の向上を図ります。

平 成 19 年 4 月 1 日

　　　（1）　使用エネルギー（ガソリン、軽油、灯油、電気、ガス）の削減

　　　（3）　節水

　　環境保全活動に対し積極的に参画し、社会貢献活動を推進します。

　４．環境教育・訓練等の実施により、すべての従業員に環境方針を周知徹底する

　　　（5）　環境に配慮した施工

　3．行政機関・団体などの環境保全施策に協力すると共に、地域社会における

　５．人口減少、高齢化による人手不足を解消し経営基盤の安定を図るため、若手社員

　　　の育成や外国人労働者採用等、若年者の人材確保に積極的に取り組みます。

株式会社　修徳建設

　　　　      　 代表取締役　杉本修一

３．環境経営方針

　1．当社は次の事項を重要的なテーマとして、環境目標を設定・見直しなどの効果的

　　　（2）　建設資材の再利用率向上と廃棄物排出量の削減

　2．環境関連法令を順守することはもとより、自主管理基準を設けて環境管理レベル

　　　（4）　グリーン購入の推進

令 和 3 年 4 月 1 日

　　の向上を図ります。

　　と共に、環境保全に関する意識を高め、社内における環境保全状況の知識・認識
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（事務所＋現場）

※

※ 令和４年度　CO2の実績値の内訳は、次ページに示す。

　※ 各現場はそれぞれ施工場所、施工方法、施工条件等が異なり一様でない。そのため、各現場ごとに適切な施工管理を行う。

6
環境経営の
継続的改善

（事務所＋現場）

　・人手不足を解消し、経営基盤を安定させる為に若手社員の育成や外国人労働者の

　　採用等、若年者の人材確保に積極的に取り組む。　　　　　　　Ｒ４年度人材確保　1人

　・建設リサイクルの推進　　　　　　　Ｒ４年度　コンクリート塊、アスファルト・コンクリート塊　リサイクル率
100％

7
環境に配慮した施工

（現場）
　・事故防止、苦情やミスによる手戻りの無い施工を行う。　　Ｒ４年度　事故ゼロ、苦情・ミスによる手戻りゼ
ロ

8

　・ごみステーション等の清掃及び周辺水路の清掃活動に参加する。　　　　　　　　　　　　Ｒ４年度5人参加した

　・その他、防水用土のう作成ボランティアや夏祭り等の清掃活動に積極的に参加する。Ｒ４年度5人参加した

購入電力排出係数（調整後排出係数、令和２年度 KDDＩ ㈱ ）　　0.574(kg-CO2)/ｋWh　  

4
グリーン購入

（事務所＋現場）
　・環境活動計画のグリーン購入の推進について積極的に取り組む。　Ｒ４年度グリーン製品を購入した。
　・再生材使用の推進　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｒ４年度再生骨材を使用した。

5

地域社会における
環境保全活動

への参画
（事務所＋現場）

　・多布施地区「どんどんどんの森公園」の清掃活動に参加する。　　　　　　　　　　　　　　Ｒ４年度5人参加した

（　）内は削減目標及び実績

（－4％）

253

（－4％）

Ｒ５年度

実　績 目　標

103,629

（－4％）

Ｒ６年度

249

廃棄物排出量の削減
（現場）

（－3％）

254

（－2％）

258

（－2％）

Kg-CO2
105,788 104,708

（－2％）

目　標

単　　位
目　標

Ｒ５年度

実　績

Ｒ３年度

目　標

Ｒ３年度

目標設定基準

84,836

Ｒ４年度

（－24％） （－21％）

実　績

1
CO2排出量の削減
（事務所＋現場）

107,947
81,816

環　　境　　目　　標
Ｒ４年度Ｒ２年度実績

3
水使用量の削減
（事務所＋現場）

㎥ 264
246

254

（－1％） （－2％）
2

廃棄物排出量の削減
（事務所）

Kg 260

256

（－7％） （－20％） （－3％）

252

（－3％）

258

４．環境経営目標

106,867

（－1％）

257

（－1％）

261

（－1％）

211
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基準年（R2）

目標設定基準
目　標

（基準年の2％削減）
実　績

84,836

（－21％）

13,380

（－11％）

17,143

（－26％）

13,895

（－25％）

380

（－26％）

180

（－6％）

【未達成の理由等】

灯　油
（Ｌ）

192 〇188

電　気
（ｋｗｈ）

18,539 18,168 〇

液化石油ガス（ＬＰＧ）
（ｋｇ）

513 〇502

ガソリン
（Ｌ）

15,114 14,811 〇

軽　油
（Ｌ）

23,341 22,874 〇

4.1　令和４年度　実績値（CO2）の内訳　　（事務所＋現場）

令和４年度

結　果

二酸化炭素
（kg-CO2)

107,947 105,788 〇
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4.2　令和４年度　環境目標及び実績（グラフ）

50000
55000
60000
65000
70000
75000
80000
85000
90000
95000
100000
105000
110000

R2

（基準）

R3 R4 R5 R6

CO2排出量の削減（単位：kg－CO２）

目標値 実績値

200

220

240

260

280

R2

（基準）

R3 R4 R5 R6

廃棄物排出量の削減（単位：ｋｇ）

目標値 実績値

200
205
210
215
220
225
230
235
240
245
250
255
260
265
270

R2

（基準）

R3 R4 R5 R6

水使用量の削減（単位：㎥）

目標値 実績値
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（現　場）
１・現場行きの車両は必要最小限しかもって行かない。

2・アイドリングストップを実施する。

3・急発進、急加速を行わない。

4・車両のカラ吹かしは行わない。

5・エアコンの調整はこまめに実施するように。

１・アスファルト塊は中間処理施設へ処分し、再生材とする。

2・コンクリート塊は中間処理施設へ処分し、再生材とする。

1・使用資材は再生材の使用を推進する。

2・使用資材は地場産品の使用を推進する。

１・事故防止に取り組む。

２・苦情や手戻りの無い施工を行う。

３・環境保全に配慮した施工を行うことで工事評価点の向上を目指す。

　(事務所）

1・不必要な電気はこまめに消す。

2・エアコン温度を設定し、実行する。

3・昼休み等作業しないときは必ず消灯する。

4・退社時の消灯を忘れないように。（出入り口に表示を行う）

1・社内で使用する用紙は必ず裏紙を使用する。

2・出来るだけ裏封筒を（作成）使用する。

3・ミスプリントをなくす為、コピー使用後は必ずリセットする。

4・現場からのゴミは持ち込まない。（工事で回収するゴミは別途）

5・ゴミを廃棄する場合必ず分別し排出する。

１・節水器具等によりトイレ洗浄水を節水する。

2・洗車を行う場合、水を流しっぱなしにしない。

3・花壇の散水は必要最小限に行う。

1・必要なものを必要なだけ購入する。

2・使い捨てではなく、長持ちするものを選ぶ。

3・包装がないもの、少ないものを選ぶ。

4・リサイクルされた又はリサイクル可能なものを選ぶ。

1．多布施地区「どんどんどんの森公園」の清掃活動に参加する。

２．ごみステーション等の清掃及び周辺水路の清掃活動に参加する。

３．防水用土のう作成、夏祭り等の清掃活動に積極的に参加する。

地域社会における環境
保全活動への参画

5.環境経営計画　

CO2排出量の削減

廃棄物排出量の削減

グリーン購入の推進

グリーン購入の推進

環境に配慮した施工

CO2排出量の削減

廃棄物排出量の削減

水使用量の削減
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　　６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

　　　6.1地域社会における環境保全活動への参画

「どんどんどんの森公園」

清掃活動ボランティア

多布施地区 自社周辺水路

河川清掃ボランティア
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６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

6.2環境に配慮した施工

【 バックホウによる路床盛土状況 】

【 アスファルトフィニッシャによる舗設状況 】
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役割分担表

６．環境経営計画に基づき実施した取組内容

6.3実施体制

野口　薫 舗装部門責任者
現場及び通勤等で使用する重機、車の燃料（ガソリン、軽油、重油）

ガス等の消費の管理

坂本　正治 土木部門責任者
現場及び通勤等で使用する重機、車の燃料（ガソリン、軽油、重油）

ガス等の消費の管理

平尾 みどり ＥＡ２１事務局

ＥＡ２１文書及び記録類の作成・維持・管理

本社内部門の責任者　電力、水、灯油、ガス等消費量の管理

廃棄物の排出量管理

グリーン購入の推進

杉本　修一 環境管理責任者

全体の把握/環境管理責任者、環境経営システムを構築し、

運用し、その状況を社長に報告する

グリーン購入の推進

田中　慎一 ＥＡ２１委員会
１回/3ヶ月開催し、環境目標の達成状況及び活動計画の

実行状況を審議する

氏　　名 所　　属 役割・責任・権限

杉本　修一 代表取締役社長

全体統括、環境方針の設定、環境への取組を実施するための

資源の準備、全体の評価と見直し

グリーン購入の推進

土木工事部門
坂本 正治

ＥＡ２１委員会
田中 慎一

代表取締役社長
杉本 修一

環境管理責任者
杉本 修一

EA21事務局
平尾みどり（正）  
木塚理絵  （副）

舗装工事部門
野口 薫
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２）　エコ活動とは ①現場行きの車両は必要最小限しかもって行かない。

②アイドリングストップを実施する。

③急発進、急加速を行わない。

④車両のカラ吹かしは行わない。

３）　エコ活動の実施状況の評価は毎日現場代理人が現場の巡視を行い、かつ管理責任者が

　　　パトロールを実施している。

　
４）　これにより、各社員の環境意識改革の向上に現れている。

（２）廃棄物の排出量の削減

１）　分別・適正処理の徹底を図っている

　　　①アスコン塊は中間処理施設へ処分し、再生材としている。

　　　②コンクリート塊は中間処理施設へ処分し、再生材としている。

２）　分別適正処理の状況は、管理責任者がマニフェストで評価している。その結果問題は生じてない。

（３）　グリーン製品の購入の推進

1）　使用資材は、極力、再生材（再生クラッシャーラン・再生AS合材）を使用している。

2）　使用資材は、極力、地場産品（砕石・木杭）を使用している。

3）　再生材及び、地場産品の使用状況は、管理責任者が評価している。その結果問題は生じてない。

１）　毎朝、朝礼でエコ活動について周知徹底している

７.環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価、
並びに次年度の環境経営目標及び環境経営計画

7.1環境経営目標及び環境経営計画の実績・取組結果とその評価

（現場）

（１）　CO2排出量の削減
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（４）　環境に配慮した施工

１）　朝礼、KY活動等により事故防止の徹底を図っている。

２）　朝礼、KY活動等により苦情が出ない施工を行っている。

３）　朝礼、KY活動等により手戻りのない施工を行っている。

４）　令和４年度は事故０、苦情０件、手戻り０となっている。

５）　施工計画、施工管理の徹底を図り、環境に配慮した施工を実施している。

（１）CO2の削減

（２）廃棄物の削減

１）　前回より僅かに減少し、目標値を達成出来た。引き続き削減と再利用に努める。

（３）水使用量の削減

（４）グリーン製品の購入

1）必要なものを必要なだけ購入している。

2）使い捨てではなく、長持ちするものを選んでいる。

3）包装がないもの、少ないものを選んでいる。

4）リサイクルされた又はリサイクル可能なものを選んでいる。今後ともグリーン製品の購入は継続する。

7.2　次年度の環境経営目標及び環境経営計画

２）　工事現場への持ち出し量が少なく、無駄な使用が無いように節水にも取り組んだ。

（現場及び事務所）

１）　水使用量は前年より減少し、目標値を達成出来た。

（５）環境ボランティアへの参加

（２）　環境保全の活動が、工事の評価点向上にも役立つように取組内容を検討する。

（１）　令和４年度の内容を継続して実施する。

１）河川清掃、防災土のう作成等のボランティア活動を行った。今後も可能な限り、積極的に参加する。

　　　工事内容で使用量は変動するが適切な運搬経路の選定やアイドリングストップ実施等に

１）　CO2の削減について目標値は達成出来た。前年度と比べて軽油の使用量が増加している、

      取り組み、今後も無駄な燃料の使用が減るよう節約に努める。
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（１）当社に適用される法規制等

法規制等の名称 適用内容、規制基準等 遵守状況

事業系一般廃棄物 許可業者への委託、指定場所への処分等 遵　守

産業廃棄物処理法 収集運搬の車体への明示、マニフェストの管理 遵　守

騒音規制法 特定建設作業の実施の届出等 遵　守

振動規制法 特定建設作業の実施の届出等 遵　守

水質汚濁防止法 油類の流出防止等 遵　守

建設リサイクル法 分別解体の励行と再資源化 遵　守

排出ガス対策型建設機械 指定機械の使用（指定機械） 遵　守

（２）違反、訴訟等の有無

＊当社における環境関連法規等の遵守状況を確認した結果、違反はありませんでした。

８．環境関連法規などの遵守状況の確認及び評価の結果、並びに違反、訴訟などの有無

＊関係機関からの違反、及び利害関係者からの訴訟等は過去3年間特にありませんでした。

９．代表者による全体の評価と見直し・指示

１）評　価

　　　　　　　　　⑤地域貢献として県庁周辺の清掃ボランティア、自社周辺の水路及び

　　　　　　　　　④５Ｓ活動や報告、連絡、相談も徹底した。

　　　　　　　　　　　達成出来た。古い業務用エアコンの交換等で引き続き電力使用量も減少している。

２）見直し・指示

　　　　　　　　　①令和４年度は前年よりやや燃料の使用量が増加したが、ＣO2排出量の目標値は

　　　　　　　　　②全社員一丸となってエコ活動に取り組んでいた。

　　　　　　　　　③現場では事故、手戻りもなかった。

　　　　　　　　　　 防水用土のう作成ボランティア、ごみステーション等の清掃活動を行った。

　　　　　　　　　①使用機械・車両の消耗を抑制し、長寿命化を図ること。

　　　　　　　　　②材料や燃料等、資源を浪費することの無いよう作業効率の向上に励むこと。

　　　　　　　　　③今後とも事故ゼロ、苦情ゼロ、手戻りゼロの継続を目指すこと。

                  ⑧実施体制の変更はない。

　　　　　　　　　　　毎年１％減で目標値を設定し活動しているが今年度も目標達成出来ている。
　　　　　　　　　⑦電力購入先の変更があり、令和２年度実績を新たに目標設定基準として

　　　　　　　　　④継続して５Ｓ活動、報告、連絡、相談を徹底すること。

　　　　　　　　　⑤地域貢献活動は引き続き積極的に取り組む。

　　　　　　　　　⑥今後も見直しと改善を重ねながら環境方針に沿った活動を進める。

　　　　　　　　　　　工事量が増えれば燃料使用等も増加するが、無駄な消費がないよう心掛けること。
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